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古墳時代の
　　「行く土器」、「来る土器」

早野浩二

第2回 2024年　5月　9日　（木）　10：30～
　愛知県埋蔵文化財調査センター2階　研修室

●志賀公園遺跡（名古屋市北区）
・古墳時代中期の同じ頃、鍛治や窯業、馬の利用の技術を携えて大量の渡来人がやって来た！
・北区志賀公園遺跡の土器（朝鮮半島の技法の縄蓆文が特徴）～渡来人が携えて来た？土器（陶質土器）
　土田純子氏の研究によると、百済（馬韓）との関係が深い 5世紀前葉の土器
・流域の土地開発に渡来人が活躍？

図６　日本列島・朝鮮半島出土資料の比較（土田純子氏）

●花の木古墳群・花の木遺跡・花の木北遺跡（豊川市）
・花の木古墳群は古墳時代中期（５世紀前半）の古墳群
・花の木遺跡は弥生時代中期から後期（１世紀から２世紀）の集落
・花の木北遺跡は弥生時代中期、古墳時代中期の集落

●花の木古墳群の蛇行剣
・東海地方では三重県と静岡県で出土
・奈良市の富雄丸山古墳が有名、南九州に分布が集中
・古墳時代、古墳、副葬品、遺跡から交流の軌跡は読み取れるのか？

●花の木北遺跡の土器（土師器）
・竪穴建物から多数の土器に混じって尾張から「来た」土器̶土師器 Ｓ字状口縁台付甕形土器（Ｓ字甕）
・同じ竪穴建物から東日本に多い（から「来た」？）土器̶土師器 有段高杯

図１　蛇行剣の分布と花の木古墳群
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花の木古墳群

蛇行剣の分布が集中する地域
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高木遺跡（丹羽郡扶桑町）の宇田型甕（愛知県埋蔵文化財センター）　　山中遺跡（一宮市）のＳ字甕（愛知県埋蔵文化財センター）　　

口縁部が複雑に屈曲
口縁部の屈曲が消失

台付 台付

器壁が薄い 器壁が厚い

肩が張る 
玉葱形に近い

やや胴が長い 
ラグビーボール形

●Ｓ字状口縁台付甕形土器（Ｓ字甕）の特徴～「行く土器」の代表例

・口縁部の断面形が❶「Ｓ字」に屈曲し、❷独特の器面調整で仕上げる軽量の「薄甕」で、❸「脚台」が付く。

・古墳時代前期の前後（２世紀から４世紀）に、濃尾平野（や伊勢）を中心に分布する。西は佐賀県でも作られた。

●宇田型台付甕（宇田型甕）～最後の台付甕

・古墳時代中期（５世紀）に、濃尾平野（や伊勢）を中心に分布する土師器。

・遠く、岩手県にも運ばれた（800km以上）。

●宇田型台付甕（宇田型甕）●Ｓ字状口縁台付甕形土器（Ｓ字甕）

　図２　「行く土器」の例～「Ｓ字甕」と「宇田型甕」

図３　榎田遺跡（長野市）から出土した古墳時代中期の土器（「考古資料大観」）

図４　土師器（杯部・脚部）有段高杯の分布（山口正憲氏）【花の木北遺跡】

【花の木北遺跡】

花の木北遺跡
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